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第 5章
チベットの祝布「カタ」の脱領土化と再領土化
――インド、西ベンガル州カリンポンの事例から――
磯田 和秀
はじめに
「カタ」は、チベットで、訪問、謁見、旅立ち、葬式、結婚などの際に贈
り物として用いられる布で、これによって相手に対する敬意や祝福などをあ
らわす。カタの贈与はチベット人、あるいはチベット仏教徒の文化を代表す
る習慣のひとつとされているが、1960 年代からチベット仏教が従来のチベッ
ト仏教圏を越えて広まるにつれ、欧米でもカタの使い方に通じている仏教徒
やチベット／仏教愛好家も増えてきた。こうしてカタがチベットという場所
を離れ、さまざまな人びとにさまざまな使い方をされるという現象は、国境
を越えて人やモノや情報が往来するグローバル化現象のひとつとして考える
ことができるだろう。このようなカタの広まりを、Harris［2007］はカタの
生産者と使用者のあいだをつなぐ卸売業者の役割に注目し、カタがマーケッ
トにおいてどのような意味を持つようになっているかを分析している。
一方、筆者が調査をおこなったカリンポン（インド、西ベンガル州）では、
チベット人でなくまた仏教徒でもないヒンドゥー教徒のネパール人も、カタ
の儀礼的交換をおこなう。また、キリスト教徒やイスラム教徒の墓地にも、
カタが供えられているのを見ることができる。さらに、自動車の護符のよう
なものとしてカタを用いるなど、カタの使い方が多様化している。本論文で
は、実際にカタが使用される場面に注目し、ガルシア＝カンクリーニ［1995］
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の脱領土化と再領土化 deterritorialization ／ reterritorialization という視点
を手がかりとして現在のカタの分析する。
ガルシア=カンクリーニは脱領土化と再領土化について、「文化と、地理的・
社会的領土との『自然な』つながりの喪失と、それと同時に起こる新旧の象
徴的な事物の、相対的で部分的な再ローカル化」［García Canclini　1995：
228-229］と述べ、その事例として、アメリカ合衆国とメキシコのボーダー
のメキシコ側にある町ティファナにおける観光現象を挙げている。ティファ
ナの住民は、おもに「北」すなわちアメリカ合衆国からやってくる観光客の
ために、メキシコをイメージさせるもの――火山、アステカ風の彫刻、サボ
テン、「鷲と蛇」のモニュメント――を国中から寄せ集めている。そしてそ
れらを背景にして観光客はロバにペイントを施した「シマウマ」にまたがっ
て記念写真を撮るのである――「南のほうにはピラミッドとかあるのにこっ
ちには何にもない、そこでなにかグリンゴのために作り出してやろうという
わけだ」［García Canclini　1995：236］。ティファナの住民は「メキシコ」
や「南国」をイメージさせる雑多なものをかき集め、それを他者とのコミュ
ニケーションの道具としているのである。
脱領土化／再領土化は、アメリカで生まれたマクドナルドのハンバーガー
がグローバル化する過程で、「てりやきマックバーガー」のように「日本化」
（ローカル化）されたメニューやアメリカではなかったサービスを生み出す
ことも指すだろう［前川　2004：40-51］。この事例では、「マクドナルドの
ハンバーガーとそのサービス」の多様化が示されているが、それは超越的な
視点から境界付けられ全体化された、「マクドナルドのハンバーガーとその
サービス」というカテゴリーのなかの要素として多様であることを意味する
にすぎない。
ティファナで「シマウマ」が生まれるのにあたっては、そのような全体化
されたカテゴリーは必要とされない。火山もアステカ風の彫刻もサボテンも
「鷲と蛇」のモニュメントもロバにペイントを施した「シマウマ」も、「メキ
シコ」という全体化されたカテゴリーで結び付けられているのではなく、単
に手近にあるものを寄せ集めた結果である。ここには、生活の場から身を引
き離してそれを鳥瞰する視点と、生活の場において手探りで進むものとの違
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いがあり、それは、ド・セルトーのいう「見る者」と「歩く者」との対比に
なぞらえることができるだろう［ド・セルトー　1987］。
本論文ではインドのカリンポンにおけるカタの具体的な使用例を紹介し、
カタの脱領土化／再領土化がどのようなものであるかを検討する。カタはふ
つう「チベット文化」を代表するものとして説明される。チベット人は、非
チベット人と交際するときに、カタを「正しく」使えるかどうかによって、「わ
れわれ」の仲間とするか「よそ者」とするか決めるとも言われている。けれ
ども、実際の使用の場面では、そのような「チベット文化」や「われわれ」
といった全体化されたカテゴリーが必ずしも現れるわけではない。むしろ、
チベット人でも仏教徒でもない人びとが、チベット人になることもチベット
文化を学ぶこともなく、「チベット人のもの」であるカタを、自分たちのコミュ
ニケーションの道具としていることがみてとれるだろう。
1 　チベットにおけるカタ
カタは Extended Wylie 方式では Kha-btags と転写され、Kataa あるいは
Kadaa のように発音される。英語では Khata/Khatag/ Kata/Kadak/Gatag
など、さまざまに表記される。カタカナではカタと表記されることがふつう
で、本論文もこれに従うが、発音に近く記せばカダーとなる。
チベット人の生活のさまざまな場面でカタが用いられることはいくつかの
旅行記などに断片的に記されているが、カタについての体系的な研究はほと
んどない。その理由として星実千代［1977］は「カターがチベット人の生活
の中で、あまりにありふれたものであるために、とりたてていうこともない
と見なされていたからかもしれない」としている。逆に旅行記に登場するこ
とが多いのは、旅行者にとってはカタは「あまりにもありふれたもの」では
ないからである。
星は、こうした旅行記におけるカタの使用例や、現地人からの情報などを
元に、カタの使い方を「意味」の点から次のように分類している。
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一般的に見られるカタは帯状の白い布であるが、ほかに黄色、青色、五色
のものがある。黄色のカタは、ダライラマ 13 世即位に際して清朝皇帝（仏
教徒）から贈られたり、ダライラマ 14 世が毛沢東との会見に際し贈ったり
したように、身分の高い人が使うものとされていたといわれるが、別の資料
では白がもっとも尊く、黄色は二番目だといわれている。青色のカタは、ア
ムド地方では貴族のあいだで用いられているが、ラサではモンゴル人の用い
意味 使用の場面
敬意 ⇒
初めて会う人に贈る（特に相手が目上の場合）
贈り物に添える
手紙に添える
感謝 ⇒
薬のお礼として贈る
世話になったお礼として贈る
祝意 ⇒
子ども（とくに第一子）の誕生のときに贈る
役所に登用された人に贈る
家を新築した人に贈る
結婚式で結婚する人とその家族に贈る
高僧（ダライラマ）の即位式に参会するとき、ラマ
に贈る
誓約 ⇒
裁判所に出頭するとき裁判所に贈る
義兄弟の契りを交わすとき互いに交換する
出家して寺に入るとき学堂長に贈る
学校へ入学するとき校長に贈る
婚約するとき男性側から女性側へ贈る
相愛の男女が契りを交わすとき交換する
謝罪／和解 ⇒
喧嘩のあと贈る
妻を寝取った男が寝取られた男へ贈る
ラマの呪力
の媒体
⇒
死体を処理場へ運ぶとき、死者にカタを結びつけ、
一方をラマが握っておく（死者が行き先を間違えな
いように）
峠や国境で近くの高い山めがけてカタを投げる（山
の神などに願い事をする）
呪物 ⇒
ラマから寄進の返礼として贈られる
旅に出る人に贈る
人が死ぬと顔や体にカタをかける
［星　1977 より、筆者作成］
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るカタであって白いカタのほうが格式は上だとされる。また別の説では青は
白、黄色の次に位置するものであるとか、青は神に捧げるときに用いられ、
白は人に贈る場合に使われるとも言われる。またカタの価値は色だけでなく
材質（一般的に絹が最高）や大きさ（一般的に長いほうが格式が上）、文様（一
般的に多いほうが価値が高い）によっても細かく分かれている。同じ色につ
いて見解が分かれる原因のひとつは、星が注意を促しているように、用いた
資料の中に地域やコンテクストを特定せずに記述しているものがあるからで
ある。
2 　「チベット」を越えて広がるカタ
古くからカタを使用していた地域は、チベット（中国のチベット自治区、
青海省、四川省など）、モンゴル（モンゴル国、中国の内モンゴル自治区）、ブー
タン王国、ラダック（インド）、ネパールやシッキムのチベット系諸社会といっ
たチベット仏教圏であった。しかし 1959 年、ダライラマがインドへ亡命し、
その事件をきっかけとして多くのチベット人がインドへ逃れ、さらにインド
から欧米諸国へ移住することになったころから、「チベット文化」が世界に
広まり、カタの使い方についても微妙な変化が現れるようになった。
1959 年以後インドへ亡命したダライラマをはじめとする多くの高僧の中
には、欧米への布教を積極的に試みるものも現れた。もっとも成功したひと
りはカルマカギュ派の活仏カルマパ 16 世で、1967 年ヨーロッパで初めての
チベット僧院 Kagyu Samye Ling（スコットランド）の設立に協力し、1974
年には自身初の「ワールドツアー」に出かけ、多くの欧米人信者を獲得した。
難民化したチベット人にとって、チベット仏教が世界的な関心を集めたこ
とは、生活のうえでも重要なことであった。多くの人がチベット仏教を通じ
てチベット難民の存在を知っただけでなく、彼らを文化的・精神的に豊かな
難民と捉えたので、チベット難民は、ある種の尊敬を勝ち取ったばかりでな
く、さまざまな分野で国際的な支援を獲得するのにも成功した。こうしたこ
とから仏教を「チベット最大の産業」とするむきもある［田中　2000］。
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1989年にはダライラマ14世がノーベル平和賞を受賞して世界の注目を集め、
「チベット問題」についての関心を高めた。94 年、映画『リトルブッダ』が
公開されて「活仏」の存在を広く知らせ、97 年にはアメリカで『セブン・
イヤーズ・イン・チベット』や『クンドゥン』といった、チベットを舞台に
した映画が相次いで公開された（１）。欧米や日本でも、直接ラマの指導を受
けて、僧侶となるものも現れた。外国人のあいだに転生ラマが認定されるよ
うにもなった（２）。
このようにしてチベット仏教が世界に広まるにつれて、その儀礼に欠かせ
ないカタも知られるようになってきた。大きさや色もさまざまなカタが欧米
の仏教に関する商品を扱う「ダルマ・ショップ Dharma Shop」などで売ら
れており、現在ではオンラインで手に入れることができる。たとえば、
Dharmashop.comでは白いカタが4枚組みで14.95ドルで販売されており（３）、
Garuda Trading では、4 枚 1 組で 10 ドルのものから 1 枚で 55 ドルのもの
まで、色も大きさも材質もさまざまなカタが売られている（４）。これらの
ショップでは、カタについて「チベット人の習慣の中で最も知られているの
は、挨拶のためにカタを贈ることです」（Dharmashop.com）、「チベット人
には、清らかな心や信仰の証としてカタを贈るという古くからの伝統があり
ます」（Garuda Trading）と、カタをチベット文化を代表するものとして説
明している。
これに対して日本ではカタを販売するオンラインショップはあまりなく、
いわゆる「アジア雑貨」店でカタを扱っていることもあるが、それほど多く
はない。2004 年 5 月にチベット文化・チベット仏教の愛好者のメーリング
リスト「リンカ」を通じて数人の参加者から聞いたところでは、カタが必要
になるのはチベット仏教を直接チベット人僧侶から学ぶときで、そうした場
となる「チベット仏教普及協会（ポタラカレッジ）」（５）などの仏教センター
や、チベット難民支援団体「チベット・スノーライオン友愛会」（６）、「ド・
ガク・スンジュク・センター」（７）などでは、カタが販売されているという。
回答者のひとりは「よく必要となる環境に居ればそこでは手に入り易い」と
語った。
この事例では、カタは、チベットから一度は離れたように見えても、チベッ
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トにつながる人間関係の中にとどまっている。非チベット人がチベット仏教
を学んだり、チベット仏教の僧侶になったりすることも、グローバル化の一
場面として解されることがあるかもしれないが、単にチベットという土地を
離れたから脱領土化であるというわけではなく、古くからある宗教の伝播と
解したほうが事実に即しているように思われる。しかし次に見るカリンポン
の事例では、チベットともチベット仏教とも関係のない場面でカタが用いら
れている。
3 　カタの脱領土化／再領土化――カリンポンでの事例
（1）　カリンポンの概要
カリンポンは、インドの西ベンガル州の最北にあるダージリン県のなかで
も最も北に位置する、ダージリン県カリンポン郡の郡庁所在地である。古く
はブータン王国の支配下に置かれたことがあるが、特に重要なところという
わけでもなく、少数のレプチャが住んでいただけの寒村だった。
現在の町の基礎が築かれたのは 19 世紀後半から 20 世紀はじめにかけてで
ある。1865 年、ブータンとの戦争（ドワール戦争）に勝利した植民地政府は、
カリンポンを獲得し、ダージリンと同じようにここにもヒルステーションを
建設した。特に中心的な役割を担ったのは、スコットランド教会である。彼
らはダージリンで布教を始めたが 19 世紀後半からはカリンポンに拠点を移
し、町のシンボルとなった尖塔を持つ教会堂だけではなく、病院や学校を建
設して、現地の人びとの医療や教育に当たった。
町の開発のために労働力として連れてこられたり、新しい生活の場を求め
て移住してきたネパール人が、のちにこの町のマジョリティを形成すること
になる。カリンポン郡全体の人口は、1865 年の時点で 3536 人だったのが
1881年には12683人に急増した。2001年のセンサスでは40143人である。ダー
ジリンが紅茶園で覆われているのに対して、20 世紀初頭のカリンポンには
茶園は 4 つしかなく、半分は森林、残りの大部分は零細な農業地帯であった
［O’Malley　1999］。
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カリンポンの開発にともなって、商売を目的として平野部からマルワリや
ベンガリ、イスラム教徒が移住し、山を越えてインド＝チベット交易を担う
チベット人が住み着き、やがて裕福なチベット人貴族はカリンポンに別宅を
構えるようになった。主な交易品はヤクなどの動物の毛皮であった［Dozey
　1989］。チベット人と同じように、ヒマラヤを越えて中国人もやってきて
商売を始めた。こちらのほうは交易よりも小売業や飲食店や美容院の経営を
得意とした。もともとブータン領であり、インドに併合されてからもブータ
ン王の邸宅があったこともあってブータン人も多い。
中国との国境近くの町ということもあって、19 世紀末から 20 世紀はじめ
まではイギリス、中国、ロシアのスパイが暗躍したり、1990 年代半ばまで
は外国人の入域が制限されていたりと、緊張感の漂う町であった。中央アジ
アの覇権をめぐる英露の対立は Great Game と呼ばれ、19 世紀を通じて盛
んであった。のちには中国のスパイとして漢族やチベット人が潜入すること
もあった。
住民の多くがヒンドゥー教徒であるが、ネパール人とマルワリやベンガリ
とでは、同じヒンドゥー教徒というよりも、それぞれのエスニックアイデン
ティティのほうが強く意識される。ネパール人のなかではカーストが意識さ
れるが、それほど厳格ではない。主なカーストや民族集団はバウン、チェト
リ、ネワール、タマン、ライ、カミ、ダマイ、ブティア、シェルパなどであ
り、バウン、チェトリといった上位カースト以外ではキリスト教への改宗者
も多い。
こうした民族的・宗教的な多様性のために、しばしば「カリンポンには 7
つの新年がある」と表現される。7 つの新年とは、西暦 1 月 1 日、ネパール
人のダサイン、キリスト教徒のクリスマス、中国人の春節、チベット人のロ
サ、イスラム教徒のラマダン、ヒンドゥー教徒のドゥルガプジャをさすとい
われる（が、人によって微妙に違っていたりする。たとえばマルワリの祭典
であるホーリーがベンガル人のドゥルガプジャと入れ替わることもある）。
言語的にも多様だが、住民のほとんどはネパール語を共通語として話すこと
ができる。
宗派対立などの表立った民族対立はほとんどなく、「カリンポンには多様
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な宗教、カースト、人種がいるにもかかわらず、みんな平和に互いを兄弟の
ように愛して暮らしているのは、誇りであり幸せです」［Jain　2002］とい
うように、「さまざまな民族が調和して仲良く暮らしている」ことを誇る言
説が目立つ。また 1 月 26 日の共和国記念日 Republic Day の式典では、レプ
チャやチベット人といったマイノリティの歌や踊が披露されて、「民族的多
様性」が肯定的に捉えられている。ただし、こうした公式の言説とは別に、
表に現われにくい民族対立は存在する。
インドとネパールの間では長年、自由に住民が往来しており、インド独立
後の 1950 年に両国の間で平和友好条約が結ばれた際にも、両国国民はパス
ポートなしに行き来することができ、いずれの国においてもその国の住民と
同じ居住・財産所有・経済活動などの権利が保証されることになった。しか
しこのことが逆にインド国内のネパール系住民の法的地位をあいまいにし、
「地域住民の間でも、ネパール人イコール外国人という意識が根強いため、
国籍のあるネパール系インド人に対してさえ一線を画す、差別する、といっ
た微妙な住民対立につながっている」［関口　2001］。
そして、ネパール系住民の多いダージリン丘陵は行政上西ベンガル州に属
するため、「ベンガル人主導の州行政は丘陵地の実状に全く配慮がなされて
いない」［関口 2001］という不満を背景に、1986 年ごろからダージリン丘陵
のネパール系住民の権利獲得運動が起こった。この運動は「ゴルカランド運
動」と呼ばれる（８）。ここで対立したのは GNLF（Gorkha Nation Liberation 
Front）を中心とするネパール系住民と西ベンガル州政府であるが、他の民
族集団もこの騒動に巻き込まれたことによって、民族間、世代間に、微妙な
亀裂を生じさせている［cf. Powell　1992、Subba　1992］。
（2）カリンポンのチベット人
このようなさまざまな文化的背景や母語を持った人びとなかで、チベット
人はどのような社会的・文化的地位にあるだろうか。インド行政官のオマリー
は、20 世紀初頭のカリンポンを含むダージリン地域のチベット人について、
「ボティア［引用者注：チベット人のこと］は無作法で乱暴で喧嘩っぱやい
人種とされているが、これはいささか不公平な評価であろう。全体的に彼ら
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は明るく陽気な人びとで、冗談好きで、仕事熱心で、ネパール人ほどでしゃ
ばりでもないが、レプチャほどおとなしくもない」［O’Malley　1999：46］
と述べている。
日本のスパイであり、偽装したモンゴル人としてカリンポンに数年滞在し
ていた木村肥佐生は、カリンポンの民族関係について次のように言及してい
る。彼は 1945 年ごろのカリンポンのチベット人について「まともな生活を
している者もあるが、チベット人の多くは何を商売にしているのかわからな
い。彼らはみなばくちと酒が大好きで、酔ってけんかをすればすぐ刀をぬく
し、売春行為も多いので、警察も手を焼いている。一般市民もチベット人と
はあまり交際したがらない」と記している。一方で「ポンダツァンやサンド
ツァンなどのチベット人大財閥」や、「政府、警察、教会などの指導的地位
についている（中略）同じチベット系ではあるが土着のシッキム人」や、チ
ベット人のキリスト教徒で長年教会の指導者であり、またチベット・ミラ ・ー
プレスというチベット語新聞社の経営者である「タルチン氏」（９）らは、大
多数のチベット人と違って社会的地位も高く、また信用も厚いとされる。
同じく日本の元スパイであった西川一三は、モンゴル人の乞食としてカリ
ンポンで暮らした経験を持っている［西川　1990］。カリンポンで物乞いを
して暮らしているのは多くがチベット人とネパール人で、少数のインド人が
混じっていた。言葉の問題から、チベット人とネパール人は別々のグループ
を形成して暮らしており、インド人はネパール人と行動をともにしていた。
西川はラサで暮らした経験がありチベット語にも堪能であったので、チベッ
ト人のグループに加わった。彼によれば物乞いには「住みつき」と「渡り者」
の二種類がある。「住みつき」は「乞食を本職として長く住み着いているグルー
プ」で「事業やチベットでの生活に破れて流れて来た者や、インドに巡礼に
出て来て住み心地がよく、そのまま住みついた夫婦者が多い」［西川　
1990：625-626］。一方「渡り者」は「一時の腰掛けに物乞いして、次の目的
地に移る渡り鳥のグループで、ラマ、巡礼者がその大半を占めていた」［西
川　1990：626］。
1959 年のチベット動乱～ダライラマ 14 世亡命以後、ここに難民が「新し
いチベット人」としてやってきた。彼らの多くは生活手段を持たず、ネパー
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ル語も英語もベンガル語もできなかったので、物乞いを「生業」として生活
し、「物乞いボテ」と呼ばれた［Subba　1990：40］。
この過程で、チベット人は現地の人びとの生活空間に入っていく。難民の
うちどれくらいの割合が物乞いという手段に頼っていたかはよく分かってい
ないが、1957 年生まれのタンカ B. スバの記憶では、彼が幼いころには毎日
少なくとも 2、3 人の物乞いが家を訪れてきた。彼らは肩にカバンをかけ、
数珠を手にし、オンマニパドメフンと唱えつつ、だいたいは 1 人でやってき
た。ごくまれに、2、3 人のグループで来ることもあった［Subba　1990：
40］。
彼らは町の中にある小屋に住んでいた。男の物乞いは朝早く小屋を出、1
日に 50 軒以上の家を回った。物乞いとはほとんど言葉をかわさなかったが、
地元の人は快く豆や米や硬貨を与えた。占星術ができるために、他の人より
も多く喜捨を集めることができる人もおり、中には大変な人気を集めた人も
いた。医術に長けた難民も非常にありがたがられた。他には、所持品のうち
風変わりなものを村々を回って売り歩いたものもいた［Subba　1990：
40-41］。
そのような特別な技術を持っていなくても、たいていの物乞いは村人から
喜捨をもらった。物乞いが何も持たずに帰ることはまったくなかった。それ
どころか、時にはお茶と、炒ったり揚げたりした豆や果物などの食べ物が振
舞われることさえあった。しかし、チベット人以外のカリンポンの住民のあ
いだでは、恐れの対象でもあった。親がわがままな子どもをしつけるのに、「ほ
ら、ボテ（引用者注：チベット人のこと）が来るよ…。お前をさらっていく
よ」と脅かすことがあり、そのため子どもはチベット人が来るのを見ると怖
がって隠れたものだという［Subba　1990：41］。
カリンポンから物乞いをするチベット難民の姿が見られなくなるのは
1970 年代に入ってからである。直接には 1962 年の中国インド戦争で需要が
高まった道路工事にチベット人が労働力として用いられたことが、その後の
彼らの自立につながったという［Subba　1990：42］。現在では町の中心部
（1
ダス
0 メイル、1
エガロ
1 メイルあたり）で商売を営むものが多い。
いずれにせよカリンポンではチベット人は少数派で、その多くは富裕層で
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はない。ごくわずかの例を除いてチベット人の大半が仏教徒であり、ラマの
宗教的な権威は基本的にはチベット人とブータン人、チベット系のタマンや
シェルパなどに対してしか働かない。ヒンドゥー教徒のネパール人がキリス
ト教へ改宗するのは珍しくないが、仏教徒になる人は皆無に近い。つまり、
カリンポンの他の人びとにカタを押し付けるような社会的な力をチベット人
はもっていないにもかかわらず、カタはこの町の人びとのあいだに儀礼的な
モノとして用いられている。
（3）　カリンポンのカタ（１０）
カリンポンで売られているカタは 1 枚 6 ～ 10Rs（当時のレートで約 20 ～
35 円）で、ごく小さな雑貨屋でも手に入る。値段によってそれほどの違い
があるわけでもなく、材質や大きさなどには大差ない。ひとつひとつばらで
買うよりも 4 枚 1 連のものを買って自分で切り離して使うと安い。材質は不
明だが値段の安さから見ておそらく化繊であろう。文様として「タシタギ
ェ」（１１）が印刷されている。色はほとんどが白と乳白色で、ほかに黄色、赤、
青、緑がある。もっともよく使われるのは、白か乳白色のカタで、どちらも
「白いカタ」とされ、とくに区別されていない。色によって使い分けるのは、
チベット人のうちごく限られたもの（僧侶など）に限られる。
カリンポンには、チベット人向けのルンタという五色の祈祷旗などととも
に、カタを製造している工場が一軒ある。生地は他所（バラナシ）から買い
入れ、印刷機で生地に文様を印刷する。工場の所有者はマルワリで、労働者
の多くはネパール人の女性である（写真 1、2）。工場がいつごろできたのか
は分からなかった。工場の近くにはチベット人向けの布製品（カタ、ルンダー、
カーテンなど）を売る店が多い。これらの店の経営者もほとんどがマルワリ
である。小売店では印刷された布地を仕入れ、手作業でフリンジをつけるこ
ともある（写真 3）。
チベット人の社会生活になくてはならないものではあるが、もともとカタ
はチベット以外でチベット人でない人びとによって生産されてきた。1947
年、チベット通商使節団の一員としてインドを訪れた W.D. シャカッパは、
マハトマ・ガンディーと会見したときにカタを贈ったが、カタが輸入品であ
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ると知ったガンディーは国内生産の重要性を説いたという［シャカッパ　
1992：363］。また星も「カターは真心や霊力の伝達手段あるいは、呪力をも
つ布として使われている。しかし（中略）心をこめて手作りするようなこと
は、ほとんどなく、商人から買い入れるのだというから意外である」［星　
1977：15］と、チベット人はカタを生産せず消費するだけであることに驚い
ている。カタの主な生産地は星［1977：15］によれば四川省とインドである
が、Harris［2007］は、四川省、インドのバラナシに加えさらにネパールを
あげている。このうち、ネパールではチベット人がカタを作ることもあり、
オンラインショップの Bluecorn Trader（１２）は、「ネパール在住チベット人
による手作りのカタ」を販売している。しかし、Harris［2007］が指摘する
ように、亡命チベット人が「中国で」生産されたカタを買うことを避けると
いうような政治的な理由を除けば、基本的にチベット人はカタが何者によっ
て作られたかには関心を払っていない。
カリンポンでもやはりチベット人がカタの生産にかかわることはなく、彼
らが自立のために取った手段は、インドの他の難民キャンプでもとったのと
同じ、絨毯織りや手工芸品の製作であった。チベット人は亡命先でもカタの
消費者にとどまったのである。
カリンポンのチベット人以外の住民が、いつごろからカタを用いるように
なったのか、正確なところは分からないが、聞き取りでは 1970 年代にはす
でに結婚式などで用いられていたという。チベット人が難民としてやってき
て、物乞いなどを通じて現地の人びとと言葉を交わすようになり、さらに通
婚などがおこなわれるようになってから、チベット人以外のあいだでもカタ
が用いられるようになったのではないかと考えられるが、カリンポンから
シッキムに向かって約 20 キロの町 Pedong（１３）では、それよりずっと前の
1940 年代、すでにチベット人以外の人びともカタを結婚式や葬式に用いて
いたとも言われている。
現在の使用例を見ると、まったくチベット人がかかわらない場面でカタが
使われることもあるが、多くの場合は何らかの形でチベット人がかかわって
いる。おそらく、単純にチベット人の行為を真似たというよりも、現地人と
通婚関係などの具体的な関係が結ばれたことから、チベット人以外のあいだ
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でもカタが用いられるようになったと思われるが、今のところはっきりとし
たことは分からない。
（4）カリンポンでのカタの使われ方
以下、カリンポンでカタがどのように使われているのかを場面ごとに列挙
する。
a 　葬式・墓地
葬式のとき、死者の友人・知人らがカタを持参して、棺に入れたりその上
に飾ったりする（写真 4）。色はたいてい白である。この場合、死者がキリ
スト教徒であってもヒンドゥー教徒であっても、中国人であっても、イスラ
ム教徒であっても、弔問客がカタを持参することはふつうにおこなわれる。
ただし、死者がイスラム教徒であるときにイスラム教徒である弔問客がカタ
を持ってくることはほとんどない。イスラム教徒の葬式にカタを持ち込むの
は、死者の友人・知人のうち、イスラム教徒でない人びとである。こうした
事情についてあるネワール仏教徒は、「カタは、われわれのでなくチベット
人の習慣だが、最近はネワールどうしでも使うことが増えた」と語った。
棺に入れられたカタは、仏教徒かヒンドゥー教徒の場合、遺体と一緒に火
葬されるか、参列者によって、火葬場周辺の樹木にくくりつけられる（写真
5）。キリスト教徒やイスラム教徒の場合は棺と一緒に埋葬される。また、キ
リスト教徒に多く見られることだが、墓標の周囲にカタをめぐらせることも
しばしばおこなわれる（写真 6）。ヒンドゥー教徒は墓碑を持たないが、サ
マディ Samadhi と呼ばれる記念碑にカタをめぐらせることがある。火葬場
や土葬場には、古くなって汚れほころびたカタがあちこちに散らばっている。
土葬場では土に埋められるので比較的少ないが、火葬場では、遺体と一緒に
焼かれるよりも樹木にくくりつけられたり、単に放置される場合が多いので、
カタが散乱している。
b 　遺影・記念施設
ネワールのヒンドゥー教徒である R 氏は、自分の経営するレストラン内
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に掲げた祖父の遺影にカタをかけているが、実は自分でかけたものではなく
友人の誰かがやったものだろうという。友人が誰かは分からないし、気にも
していなかった（友人なのかどうなのかも気にしていないようだった）。
共和国記念日（1 月 26 日）の記念式典は、町の中心部にあるメラグラウ
ンドを会場としておこなわれるが、その入り口に掲げられたガンジーの肖像
画には花輪とともにカタが捧げられる。また同日、戦争記念碑 War 
Memorial と呼ばれる戦死者の記念碑にも同じく、花輪とカタが捧げられる。
c 　旅立ちに際して
この事例は実際に観察しておらず、また聞き取りもしていないが、カリン
ポンで 1919 年にチベット人の母と漢族の父のあいだに生まれたトワンヤン
の自伝の中に出てくる。1938 年ごろのこととされ、記録された中ではもっ
とも早い時期における、チベット人以外のカタの使用例と思われる。
トワンヤンは、自伝の中で、「Pu-sen がさよならを言いにやってきた。そ
してマスターのためにカタというスカーフを持ってきて、マスターの首にか
けた。別れのときの私たちチベット人の習慣だ」と書いている［Twan 
Yang　1946：159］。ここで「マスター」と呼ばれているのは、孤児として
職を転々としていたトワンヤンの当時の雇い主であった、オランダ人チベッ
ト学者のヨハン・ファン＝マーネンである。引用箇所は、ファン＝マーネン
にしたがってカリンポンを訪れ、再びカルカッタへ戻ろうとするトワンヤン
に、幼馴染の Pu-sen が別れの挨拶をするためカタを持ってやってきた場面
である。トワンヤンは Our Tibetan custom と言っているが、彼は中国人と
チベット人の混血であり、この数日前には亡父母の供養を中国式におこなっ
ている。また、カタを持ってきた Pu-sen は、名前から見ておそらく中国人
だが、トワンヤンのように母親がチベット人である可能性もないとはいえな
い。Pu-sen がやったような「カタを目上の人の首にかける」のは非チベッ
ト人にありがちな間違いであるとされる。チベット語と仏教に精通したファ
ン = マーネンがどう思ったかはわからない。
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d 　謝罪
カリンポンバザールに近い R 村で、ある家の娘が売春をしていたことが
村人に発覚し、罰を受けることになった。娘の家族を含む全村民が、彼女の
髪の毛を少しづつ剃り、棒や手で殴る。子どもも参加する。通りがかった村
外の人も参加するよう促される。その後、彼女は両親と一緒に村の首長
（mukhiya）のもとを訪れ、ラム酒とカタを差し出して、許しを乞うたという。
R 村はネパール系のライ（１４）が多く住む村で、罰を受けた娘も首長もライ
であった。
e 　結婚式
調査者が実際に経験した事例では、ネパール人 S さん（ヒンドゥー教徒
の男性）と日本人 M さんの結婚式がある。彼らの結婚式は自宅を開放して
おこなわれた。庭にテントが張られ、酒と食事が振舞われる。新郎新婦は自
宅のロビーで客を迎える。客はカタを新郎新婦の首にかけてお祝いする。客
はほとんどがヒンドゥー教徒のネパール人。筆者もカタを買って持参した。
カタを買ったのはチベット人の店で、店主に「友人の結婚式に行くからカタ
がほしい」というと、「相手はチベット人か？そうでなければ 2 枚で足りる
だろう。チベット人なら家族にも渡さなければならないからもっと必要だ」
とアドバイスされた。このことは、チベット人でないカップルの結婚式に、
チベット人ではない人がカタを持って祝福に集まることが珍しくないという
事実を示しているだろう。
f 　サッカー
2004 年の共和国記念日に、カルシャンとカリンポン（どちらもダージリ
ン県の中の郡）のそれぞれ役所のチームどうしでサッカーの試合がおこなわ
れた。試合前 Sub-division Oﬃ  ce の長が選手の首にカタをかけていく。健闘
を祈るという意味が込められているという。
g 　団体のシンボルのついたカタ
先述したタルチン氏の息子で、教会の牧師で孤児院も経営している S.G. タ
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ルチン氏のオフィスに、学校などの団体から贈られたカタが飾ってあったが、
そのカタには八吉祥ではなく、それぞれの団体のシンボルマークがつけられ
ていた（写真 7）。
h 　自動車につける
カリンポンの町に入ると、サイドミラーやバックミラー、時にはバンパー
やワイパーにカタを付けて走り回るタクシーを目にすることができる（写真
8）。これは自動車のオーナーが、寺院で交通安全や商売繁盛の祈祷を受けた
ときに、取り付けられたものであることが多い。たいていの場合、オーナー
はチベット人か、ブータン人、タマンやシェルパなどの仏教徒であるが、ヒ
ンドゥー教徒やイスラム教徒がオーナーであってもドライバーが勝手につけ
ている場合もある。
儀礼はたいていチベット仏教僧院（ゴンパ）でおこなわれる。僧侶が儀礼
をおこない、米粒をカタにくるんで車内のバックミラーに、視界の邪魔にな
らないように括り付ける。儀礼はカーリー寺院でもひんぱんにおこなわれる。
祈祷を受ける側がカタを持参するが、もってこなかったときは門前で売られ
ている「ウンナ Aunna」と呼ばれる装飾のついた赤い布を自動車に取り付
ける。ここにはヒンドゥー教徒ばかりでなく仏教徒も来て、祈祷を受ける。
イスラム教徒とキリスト教徒はこない。
しかし、チベット人でキリスト教徒である S.G. タルチン氏は、自家用車
にカタをつけている。車を買ったとき、聖書の一節を読んで祈りを捧げ、カ
タを備え付けたという。カタをつける理由としてタルチン氏は「縁起がよい
から」と語ったが、同時に「迷信は信じない」とも言った。タルチン氏は、
他のチベット人の信仰する仏教を、儀礼ばかりやっていて非合理的であると
ふだんから批判している（タルチン氏には仏教徒の知人も多い。その人の面
前で仏教批判をすることもあるが、決して論争になったりはしない。言われ
る側も慣れているのかもしれない）が、それとカタが「縁起がよい」という
ことは関係ないようだ。チベット人だからカタを取り付けた、とは言わなかっ
たが、自宅の門には八吉祥のひとつ「無限の紐」の意匠がほどこされており、
自身の出自を意識していないわけはないと思われる。
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（5）カリンポンでの使用例の分析
はじめに述べたように、カタの説明は「チベット文化を代表するもの」と
してなされることが多い。ここではカタは、チベットという全体化されたカ
テゴリーの一部として扱われている。すなわち、チベット文化を理解するに
は不可欠のものと位置づけられている。しかし実際の使用の場面では多くの
場合、そのような全体化されたカテゴリーは当事者にとって必ずしも必要な
ものではない。カタが効力を発揮するのは、主として対面的な二者関係にお
ける贈与の場面であるからである。そのようにカタを使用するとき、使用者
はチベット文化を認識しているのでも表象しているのでもなく、対面関係に
ある相手とのコミュニケーションをおこなっているのである。
上でみたカリンポンにおける事例でも、チベットという全体化されたカテ
ゴリーなくして、カタの贈与がおこなわれている。しかも、従来のように、
チベット人の人間関係に取り込まれることなく、それがおこなわれている。
最初に触れたように、非チベット人がチベット人と交際するときは、非チベッ
ト人がそれを「正しく」使えるか否かによって、チベット人は彼を「われわ
れ」の仲間とするか他者とするとされているのだが、カリンポンで非チベッ
ト人によってカタが使われているときは、「正しい使い方」であるかどうか
はあまり問題ではない。むしろ、チベット人と非チベット人の違いはそのま
まで、なおかつ彼らを結びつけることを可能にするようなモノになっている。
カリンポンでチベット人でない人がカタを使うことについて、あるネワー
ルの仏教徒は「もともとはチベット人の習慣だが、今ではわれわれも使う」
と語った。彼は、カタはチベット人だけのものだとは思っておらず、ネワー
ルであってもカタを用いて死者に対する哀悼の気持ちを表わすことができる
と考えているのである。彼だけでなく、ほとんどの人が、カタを使って自分
の気持ちを表わすことができると考えている。カリンポンではおそらくイス
ラム教徒だけがカタを使わないが、彼らにしても葬式の際に、死者のイスラ
ム教徒でない知人がカタを持ってきて棺に入れたりすることを拒んだりはし
ない。イスラム教徒が所有するタクシーにカタがつけられていることもある
が、ネパール人かチベット人であるドライバーが勝手につけたものであるこ
とが多い。結婚式でも同様で、イスラム教徒でない知人がカタを持参して花
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嫁花婿にカタを贈ることは珍しくない。
カリンポンにおいて、カタは自分の気持ちを表わすためのさまざまな道具
のうちのひとつだといえる。カタを説明するのに、「花」の隠喩が用いられ
ることもある。つまり、棺桶の上に供えて「花の代わりに飾る」というので
ある。あるヒンドゥーのネパール人は、カタは安いし軽くてかさばらないか
ら便利だ、といっていた。チベットでは「欠かすことのできないもの」だが、
このようにカリンポンではマリーゴールドのような花などの儀礼的なものの
うちのひとつになっているといえよう。
このように、カタの脱領土化／再領土化においては、その使用方法や意味
がさまざまに分岐していく。それは、超越的な視点から捉えられる全体的な
カテゴリーとしての「チベット文化としてのカタ」の多様化を意味するので
はなくて、直接的・対面的な二者のコミュニケーションの連鎖における多様
化となっている。したがってその使用方法や意味は、カリンポンでの事例で
見たように、「チベット文化」の一部としては捉えられず、しかし同時にそ
れとまったく無関係でもないようなバリエーションも生み出していくのであ
る。
おわりに
グローバル化された文化のローカル化（グローカル化）の例として、アメ
リカのファーストフード文化のひとつであるマクドナルドがアメリカ以外の
場所へ広がるにつれて、その土地にあわせたメニューを発売したり、客に合
わせて細かなサービスを提供することがあげられる。しかし、そのようなグ
ローカル化は、本論文で取り上げたような事例とは違って、ハンバーガーと
それを提供するシステムという全体化されたカテゴリーの中の差異化であ
る。
これに対してカタの使い方のヴァリエーションは、全体化されたカテゴ
リーを必要とせず、またそれに逆らう。松田素二は「担い手の属性から切り
離」された「その地域の生活世界において選択の幅として許容されている」「説
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得と納得の言説」をイディオムと呼び、「生活知とはこのイディオムを操る力」
のことであるという［松田　2009：165］。すなわち、カリンポンにおけるカ
タの使用は、それの使用者の属性とは切り離されたところで、その生活世界
において何か良い意味や意図を喚起させるさまざまなもののひとつとして認
識され、たまたま都合がよいから使用されていると言う点で、生活の便宜の
ためにおこなわれるものであると言えるであろう。確かにカタに関する言説
には本質主義的なものが少なくないが、カタの使用において全体化されたチ
ベットといったカテゴリーを用いているかそうでないかを区別することは、
それがアイデンティティ・ポリティックスのためであるか、生活のために編
み出されたものであるかを判断する上で重要である。
カタがチベット人以外のあいだで生活の便宜のために用いられているの
は、カリンポンだけではなく、おそらく隣接するダージリンやシッキム州で
も確認できる。これについてはさらに詳細な調査が必要だが、カリンポンの
事例からは、カタの使用がチベット仏教圏の拡大を意味するのではなく、ま
た「チベット文化」への理解が進んだことを意味するのでもなく、チベット
人と隣りあって暮らす人びとが、チベット人のやり方を流用して自分たちの
生活に新たなやり方を付け加えたのであり、それをチベット人も承知すると
いう相互関係のなかで生まれたものであることは言えるだろう。このように
生活の場でおこなわれる脱領土化／再領土化は、超越的な視点から境界付け
られ全体化された「チベット文化」というカテゴリーにおける脱領土化／再
領土化とは別のプロセスをたどる。それはカタを使うこと、つまり消費する
ことが消費にとどまらず、同時にさまざまな人間集団をつなぐような新たな
意味の産出にもなっているようなプロセスなのである。
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注
（1）『セブン・イヤーズ・イン・チベット』はハインリヒ・ハラー原作、ジャン・ジャック・
アノー監督／製作、ブラッド・ピット主演。『クンドゥン』はマーティン・スコセッ
シ監督。同年、中国の司法制度を批判する『北京のふたり』（リチャード・ギア主演）
もアメリカで公開され、チベット問題や人権をめぐる中国とアメリカの政治的駆け引
きに一役買った（リチャード・ギアはダライラマと親交があり、チベット難民支援や
独立運動にも尽力している）。これらの映画に対抗するように、同じ年、中国では『ダ
ライラマ』（白丹監督）が公開された。ダライラマをめぐるドキュメンタリー映画で、
共産党が封建制のチベットを打倒し、農奴を解放したという視点から描いている。
（2）マッケンジー、V．1995『チベット―奇跡の転生』（山際素男訳、文藝春秋）は、ス
ペインに転生した活仏の認定物語。
（3）http://www.dharmashop.com/details.mgi?NUM=fb007　2009 年 12 月 27 日取得。
（4）http://www.garudashop.com/Tibetan_Katas_s/89.htm　2009 年 12 月 27 日取得。
（5）チベット仏教の修行の場として設立された。仏教だけでなくチベット問題についての
啓発活動もおこなっている。
（6）インドにいるチベット難民の青少年が教育を受けるチャンスを得られるよう、また日
本においてチベットの現状や、文化の紹介を目的に、1987 年京都で設立された NGO。
（7）『大乗仏教保存財団 Foundation for the Preservation of the Mahayana Tradition 
（FPMT）』の日本支部として 1990 年設立。世界各地に 100 以上のセンターを持つ。
（8）GNLF は、独立した州ではなく、ある程度の自治を獲得することで西ベンガル州政府
と合意した。それに不満を持つ人びとが、2007 年 GJM（Gorkha Janamukti Morcha）
を結成し、ゴルカランド州の設立を求めて活動を激化させている。
（9） ゲゲン・ドルジェ・タルチン（Gergan Dorje Tharchin）。西ヒマラヤのキナウル
（Kinnaur）地方のプー（Poo）村出身のチベット人。2 歳のときドイツからやってき
た Moravian Mission によって洗礼を受け、その後、カリンポンへやってきてスコッ
トランド教会の活動に従事することになる。教会活動において重要な役割を果たして
いただけでなく、英国への情報提供者でもある。本文中にあるチベット・ミラー新聞
は、世界初のチベット語新聞であった。
（10）以下、カリンポンの事例は、2002 年から 2004 年のあいだに断続的におこなったフィー
ルドワークによる。
（11）日本や中国では八吉祥／八大吉祥紋といわれる八つの縁起のよいシンボルのこと。幡、
瓶、傘、蓮華、法螺、無限の紐、法輪、一対の魚からなる。
（12）http://cgi.ebay.com/ws/eBayISAPI.dll?ViewItem&category=29456&item 
=3915922290（緑のカタの販売ページ。2004年 6月取得）。2009年 12月現在はインター
ネット上では存在しない。
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（13）Pedong には 1882 年、フランス人神父 Augustine Desgodins によりカソリックが伝
えられた。
（14）リンブーとともにキランティ諸族に属する。アニミズム的信仰を含んだヒンドゥー
教徒とされるが、カリンポンではキリスト教への改宗者も多い。
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